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「大阪府の鳥 百舌鳥」
　大阪府の鳥は「もず」と指定されていますが、大阪に   
｢百舌鳥｣と云う地名があり、その由来は仁徳天皇が河
内石津原に古墳の造営工事を行っていたところ、鹿が走
り出てきて人に襲い掛かりそうになった時、突然倒れこ
み、調べたところ、鹿の耳の中から一羽の百舌鳥が飛び
立っていった。人に危害が及ばない様に、百舌鳥が鹿の
耳を食い裂いて人命を守ったらしく、その働きと勇気をた
たえ、この地は百舌鳥耳原（もずみみはら）と呼ばれるよう
になった。百舌鳥は府の鳥候補として、最も高い得点数
を獲得した点と、府下でもふつうにみる事が出来ること、
また仁徳天皇稜とも関係があり、堺市の百舌鳥町の地
名由来になっていることなどから、1965年に府・堺市の鳥
に指定されている。
　百舌鳥の生態は、森林や河畔林、農耕地などに生息
し、動物食で昆虫、甲殻類、両生類、小型鳥類、小型哺
乳類等を食し、樹上高所から獲物を探して襲いかかり、再

び樹上に戻り捕えた獲物を食べる。他の鳥とは違って、
百舌鳥の足の力は弱く獲物を掴んで食べる事が出来ず、
その為に小枝や棘状の物に獲物を突き刺し固定させて
おいて、空腹時にはそれを食べ、満腹の時は残しておい
て後で食べにくる「はやにえ」という百舌鳥特有の行動
があるようで、これは冬の食糧確保の為だと考えられて
いるが、実際は他の鳥に食べられてしまっていたり、その
まま放置していることが多いらしい。スズメより一回り大き
い体長20㎝位の百舌鳥が獲物を見付けて高所から急
降下して、鋭い嘴で獲物を一気に仕留めるところを見た
事があるが実
に豪快だった。
百舌鳥は獲物
を見ると本 能
的に捕まえる習
性を持っている
鳥なのである。
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　経済産業大臣指定大阪の伝統的工芸品は、前号まででご紹
介いたしました。今号からは引き続き、大阪府知事指定伝統工芸
品をご紹介してまいります。これは、昭和60年4月に施行された「大
阪府伝統工芸品の指定に関する要綱」に基づき、大阪府知事が
指定するもので、次の要件が必要とされます。
◆主として日常生活に使われるもの。
◆主要工程が手作業であること。
◆明治期以前の伝統的技術技法により製造されていること。
◆明治期以前の伝統的に使用されてきた原材料を使用していること。

　江戸後期、大
和川、石津川沿
いでは、河内木
綿・和泉木綿を
用い、ゆかたや
普段着の染織、
製造が盛んに行
われました。

　当時は渋紙で作られた型紙を木綿に重ね、防染糊を施し
藍に浸して染めていましたが、江戸末期から明治にかけて、
合成染料の輸入により生産量が増加、現在は殆ど注染と呼
ばれる技法で染められています。
　繊細な図柄や鮮明な発色が特徴です。　

　12世紀ごろ、寺
院の仏像、仏具等
の漆塗りに使われ
たのが、今日の漆
刷毛の始まりと考
えられています。
漆刷毛の関西の
元祖といわれる今
井庄兵衛から畑野庄右衛門がその製法を習得し、明治18
年に三島郡鳥飼村(現摂津市)において製造を始めたとい
われています。
　刷毛の素材には人毛が用いられており、本体の全てに毛
が通されており、毛先を削りながら使用するのが特徴です。
それぞれの刷毛は数十年の期間にわたり使用できます。
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